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■藤澤彰英，居田克巳両会員が仁科記念賞を受賞

平成２３年度の仁科記念賞が藤澤彰英氏（九州大学）と居

田克巳氏（核融合科学研究所）の研究成果「高温プラズマ

における自発電磁場の実験的検証」に対して授与され，授

賞式が１２月６日に行われました．

仁科記念賞は，故仁科芳雄博士の功績を記念し，原子物

理学とその応用に関し，優れた研究業績をあげた研究者を

表彰することを目的として１９５５年から授賞が始まった我が

国の物理学分野で最も権威のある賞です．受賞者の研鑽が

評価されるとともに，プラズマ物理学研究の学術的なイン

パクトが広く認められたことも意味するこの快挙は誠にう

れしいことです．

今回の受賞に至った研究内容を簡単に紹介します．

核融合燃焼プラズマの実現，自然界のプラズマダイナミ

クスの理解，等の強い動機からプラズマ乱流物理学は世界

中で精力的に研究されています．磁場閉じ込めプラズマの

輸送を増加させるものはドリフト波乱流と考えられ，同時

に，プラズマの電磁場や流れが自発的に生み出され分岐が

起き乱流レベルの低いプラズマが実現出来るという理論的

予測が提案されてきました．二重連結のトポロジーの磁化

プラズマでは，トロイダル・ポロイダル双方の流れと電磁

場の構造が乱流によって生成されます．

藤澤，居田の両氏は，高精度化した計測装置を開発し，

双方の流れと磁場を実験的に観測しミクロな乱流による起

源を実証することに成功しました．帯状流の観測に世界で

初めて成功し，帯状流が乱流から生成されていることを実

証しました（業績論文１）．トロイダル方向の流れを精密

に観測し，外部から働く力でなく自発的にプラズマが回転

していることも発見しました（業績論文２）．両氏は，乱流

から作られる自発電磁場とミクロな乱流とが共存するもの

であるという，プラズマ乱流状態を描く新パラダイムを実

験的に検証し，プラズマ乱流輸送の理解に決定的な進歩を

もたらしました．帯状磁場構造を観測することに成功しミ

クロな熱対流乱流に起因していることを実証したことも，

世界初の快挙です（業績論文３）．プラズマ乱流がメゾス

ケール磁場構造を作り出すことを示したもので，「乱流ダ

イナモ仮説」の実証へも大きな寄与を持っています．本研

究は，温度のようなスカラー量の不均一が生み出すプラズ

マ乱流が，マクロ・メゾスケールの軸性ベクトル場を作り

出すことを実証した点で，物理学上の価値が高いもので

す．

両氏の研究は，核融合研究に大きなインパクトを与えま

した．１９９０年代には，乱流が ITERの核融合燃焼を阻害す

るという論争があり［J. Glanz, Science 274 1600（１９９６）］，

ITER計画を揺るがせました．帯状流の観測成功は，この

論争に終止符を打ちました．自発トーラス流についても低

循環入力核融合炉設計の基盤になっています．本研究成果

は核融合科学の世界的潮流の原動力となっており，核融合

研究に強固な学術基盤を提供しました．

以上のように，藤澤彰英，居田克巳の両氏の成果は，プ

ラズマ物理学の新しい研究領域を開拓する傑出した業績と

評価されました．また，核融合実験炉のコスト減や信頼性

向上につながる等，核融合研究にも多大な貢献が認められ

受賞に繋がったものです．

この業績は，世界最高精度の計測器を実現した藤澤氏と

居田氏の実験物理学者としての主導力によるものです．同

時に，核融合科学研究所のCHS装置や日本原子力研究所

（当時）の JFT-2M装置を用い多くの共同研究者の協力が

あって実現したものであり，また，実験・理論・シミュ

レーションの協力によって発見に至ったものです．共同研

究者や研究を支えてくださった方々とともにこの受賞を喜

びたいと思います．
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図１ 授賞式での藤澤氏（前列左から３人目）と居田氏（前列右
から２人目）．ノーベル賞受賞者の小柴昌俊先生，小林誠
先生を囲んで（九州大学広報室提供）．
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